
第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会島根県準備委員会 

第３回総務企画専門委員会 次第 

日時：令和４年３月１１日(金) 13:30 ～15:00 

場所：サンラポーむらくも ２階「瑞雲の間」 

１ 開  会   

２ 報告事項    

（１）今年度の広報の取組状況について 

３ 議  事

（１）第８４回国民スポーツ大会会場地市町村第３次選定（案）  ・・・・・・   審議事項１  

４ そ の 他 

５ 閉  会 

次回開催予定  日時：令和４年７～９月頃 



（敬称略）

No. 分野 所属 役職 氏名 備考

1
学識
経験者

公立大学法人島根県立大学
理事

副学長（松江ｷｬﾝﾊﾟｽ）
岸本　強 委員長

2 島根県市長会 常務理事 藤間　博之

3 島根県町村会 常務理事 今岡　良

4
公益財団法人
島根県体育協会

専務理事 安井　克久

5
公益財団法人
島根県障害者スポーツ協会

常務理事 平岡　昇

6 島根県体育施設協会 会長 金津　義彦

7 島根県スポーツ推進委員協議会 会長 久家　彰

8 島根県中学校体育連盟 理事長 柏木　裕至

9 島根県高等学校体育連盟 理事長 山中　清恵

10 島根県商工会議所連合会 事務局長 金井　寿彦
代理出席
　　福村課長

11 島根県商工会連合会 事務局長 村川　敏夫

12 環境生活部 スポーツ振興監 佐藤　正範 副委員長

13 地域振興部市町村課 課長 今岡　重之

14 環境生活部スポーツ振興課 課長 小村　淳二

15 健康福祉部障がい福祉課 課長 村松　敦子

16 土木部都市計画課 課長 糸原　保

17 教育庁保健体育課 課長 舟木　勝宏

島根県

第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会
島根県準備委員会　総務企画専門委員会　委員

市町村

スポーツ

教育

経済



広報物・広報媒体 配布時期・内容等

1 島根国スポ・障スポに向けたアンケートの実施

１　対象
　　　しまねWebモニター登録者
    　　対象者数：７７８名
　　　　回答数　：４０９名
　　　　回答率　：５２．６％

２　時期
　　　令和４年１月４日～１月１１日

３　設問・回答内容
　　　別添資料参照

2

昭和57年のくにびき国体写真展

　開催場所
　　・東京2020パラリンピックの聖火フェスティバル
　　・松江イオン
　　・島根県立図書館

3

愛称・スローガン募集チラシ・ポスター

１　時期
　　令和3年11月頃

２　枚数
　　82,000部

4 令和３年７月２０日山陰中央新報掲載

5 令和４年１月１日山陰中央新報掲載

今年度の広報の取組状況

第３回総務企画専門委員会 報告事項1
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第 84 回国民スポーツ大会・第 29 回全国障害者スポーツ大会 

しまね Web モニターアンケート

１．アンケート実施の趣旨 

   令和 12（2030）年に開催される、第 84国民スポーツ大会・第 29回全国障害者スポーツ大会をよ

りよいものにするため、モニター調査を実施する。 

２．アンケート実施期間 

   令和４年１月４日（火）～１月１１日（火） 

３．対象者数

７７８名（令和３年１２月２４日現在のしまね web モニター数） 

４．回答件数 

４０９名

５．回答率 

５２．６％

６．設問・回答 

（１）昭和 57年に島根県で「くにびき国体」又は「ふれあい大会」が開催されたことを知っていますか。

（知っていた：297 人，知らなかった：107 人，未選択：5人） 

（２）2030 年に島根県で、大会が開催される予定であることを知っていますか。 

（知っていた：184 人，知らなかった：222 人，未選択：3人） 

（３）大会が開催される場合、何らかの形で協力したいですか。 

（協力したい：275 人，協力したくない：69 人，その他、未選択：65 人）

（４）大会の愛称・スローガンを募集していることを知っていましたか。 

（知らなかった： 314 人，知っていた： 90 人，未選択：5人）

（５）どのような形で募集を知りましたか。（（４）で「知っていた」と回答した人限定）

（市町村の広報誌：35 人，テレビ・ラジオ：32 人、新聞紙面：29 人、SNS：16 人 など）

（６）大会の周知と機運醸成を図るため、どのような広報活動が効果的だと思いますか。

   （テレビ・ラジオ： 325 人，ポスター掲示やチラシの配布：224 人、 SNS：220 人 など） 

（７）効果的な広報について、ご意見があればお書きください。 

・ 島根県にゆかりのある有名人や歌手などを起用したCMや大会ソングを流して、広く県民に呼び掛ける、

9号線に看板を出す、特に若い人の集まるスポーツイベントやスポーツ施設での広報、など

（８）大会全般について、ご意見があればお書きください。 

・  無駄遣いの無い準備・運営をせつに願います、この大会をきっかけにバリアフリーの環境がより

増えるといいなと思います。 など



-5- 

第 84 回国民スポーツ大会・第 29 回全国障害者スポーツ大会 

愛称・スローガンの応募状況等

１．策定スケジュール 

11/1～1/11  愛称・スローガン応募 

 1/12～18   事務局による選定 

 1/25～2/3   委員による書面審査（各委員によりそれぞれ５点程度を選定） 

         愛称    （事務局選定）57点→（部会委員選定）20 点（うち追加 4点） 

        スローガン（事務局選定）70点→（部会委員選定）21 点（うち追加 4点） 

2/16    ・第１回選定部会 

愛称・スローガン候補作品選定 

 2/17～2/24  弁理士による商標調査 

3/7  ・第２回広報・機運醸成専門委員会

        最優秀賞候補作品各１点、優秀賞候補作品各３点を選定 

3/16 ・第２回総会

        最優秀賞作品各１点、優秀賞作品各３点を決定 

２．応募結果 

（１）応募総数   

４，０７７件（愛称：３，７０４点、スローガン：３，２３０点） 

（２）応募内訳 

（県内・県外別）              （年齢別） 

  （３）使用頻度の多いキーワード  

キーワード 愛称 スローガン 使用例 

神 793 552 かみあり、神の国、神宿る、神話 

縁 572 271 縁結び、ご縁の国、えにしまね 

方言 188 41 だんだん島根、いかこい島根、ごだっしゃい島根 

出雲 112 67 出雲の国 

自然 44 31 自然豊かな島根 

八百万 36 37 八百万の神々 

八雲 25 14 八雲立つ 

歴史 14 50 歴史を紡ぐ 

その他（感動、希望、魂） 81 568 感動の輪、希望のくに、島根魂 

52%
48%

県内 県外

34%

13%

24%

25%

4%

０～10代 20～30代 40～50代
60代以上 不明
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３．募集にあたり使用した広報媒体 

媒体 11 月 12 月 1 月 備考 

チラシ・ポスター配布           

新聞公告          新報紙面、週刊山陰ま

なぶん 

地域新聞          島スポ NEWS 

イベント          FC 神楽しまね、島根スサ

ノオマジック

CM          TSK、日本海、BSS 

テレビ          しまね家の回覧板 

ラジオ          

あさスタ♪、Mポイント

546、Go-!EVENING!、SUN-

IN MORNING

懸賞雑誌           

市町村広報           

県掲示板、Facebook、LINE           

４.チラシ・ポスター配布先、配布部数 

日付 配布先 チラシ ポスター 

11 月 

中旬 

教育 県内小学校（５～６年生）、中学校、高校、特別支援学

校、大学、専門学校 

60,000 350

市町村 市町村庁舎内、公民館、体育館 8,000 480

全国 各都道府県 250 50

郵便局 県内郵便局 2,500 250

県 各県民センター、庁舎内、県有施設 1,000 30

イベント 松江シティ FC 250

11 月 

下旬 

準備委員会 準備委員会委員（総会、広報機運醸成、競技力向上） 1,000

企業等 さんびる、中国電力、明治安田生命、山陰合同銀行、

JA しまね、郵便局、島根トヨタ、しんじ湖ボウル、ジ

ェットシステム、シルバー、放送大学、市民大学、サ

ポステ、職業訓練校、警察、消防、湖遊館、ゴビウ

ス、市内温泉、島大演奏会 

9,000 40

合計 82,000 1,200


